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研究のトピックス性 

 植物は成長の過程でメタノールを気孔から放出しています。植物表面に生息する微生物

の中で、メタノール資化性菌である Methylobacterium 属細菌が優占種の一つです。これ

は、本属細菌が植物由来のメタノールを効率的に利用できるからであると考えられていま

す。また、植物表面において本属細菌のメタノール脱水素酵素（MDH）が高発現しているこ

とから、本属細菌は植物が放出するメタノールを MDH で資化していると考えられています。

MDHは補酵素としてピロロキノリンキノン（PQQ）を持っています。PQQは高い抗酸化活性

を持ち、菌体外に放出されています。また植物の生育を促進する物質であるという報告も

あります。本研究ではこの PQQ に注目し、メタノールの放出源である気孔の運動に何らか

の影響があるのではないかと仮定し調べたところ、PQQ には気孔を開く活性を持つことが

明らかになりました。 

 
研究の波及効果 

  植物はその表面に存在する病原性細菌の存在を関知し、気孔を閉じます。これは、病原

性細菌が気孔を通じて植物の内部に進入するのを阻むためです。これまで、気孔を開く活

性を持つ微生物因子はいくつか知られていますが、これらは病原性細菌がその侵入を成

功させるために分泌する物質です。今回、植物表面の常在菌も同様の活性を持つ物質を

分泌することが明らかになりました。 
 本属細菌は植物生育促進作用を持っていますが、そのメカニズムは不明でした。その能

力を発揮するためには、何より植物上で定着し、植物に排除されないことが重要です。気孔

を開く活性の存在は植物に敵として排除されず、無害でもなく、有益な菌として認識されて

いることを示しています。本属細菌を用いた植物生育促進を図るうえで、その学術的基盤

の一端を明らかにしたと考えています。 
 今後､PQQ によって気孔が開くことにより、本属細菌がどのようなメリットを持つのか、ま

た植物との共生においてどのような意味を持つのかを明らかにしていく必要があります。

 

 

 

 

 

 


